
2006.04.29-国会に教育基本法改正案　「愛国心」は必要(日本経済新聞)

国
会
に
教
育
基
本
法
改
正
案

環
境
の
激
変
に
対
応

H
教
育
の
憲
法u
と
い
わ
れ

る
教
育
基
本
法
の
改
正
案
が

閣
議
決
定
さ
れ、
国
会
に
提

出
さ
れ
た。
改
正
が
実
現
す

れ
ば一
九
四
七
年
の
制
定
以

来
初
め
て
と
な
る。

基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
当

時
と
現
在
と
は、
教
育
を
巡

る
環
境
は
激
変
し
た。
高
校

は
事
実
上
義
務
教
育
化
し、

一
ケ
タ
だっ
た
大
学
進
学
率

は
O
五
年
度
に
四
四・
二
%

ま
で
上
昇。
学
校
現
場
は、

い
じ
め
や
校
内
暴
力、
不
登

校、
学
力
低
下
な
ど
様
々
な

問
題
を
抱
え、
公
教
育
に
対

す
る
信
頼
感
も
大
き
く
揺
ら

い
ぜ
い
る。
国
際
化
の
波
が

押
し
寄
せ、
生
涯
学
習
と
い

っ
た
新
し
い
概
念
も
定
着
し

た。
地
域
社
会
や
家
庭
の
あ

り
方
も
様
変
わ
り
し
た。

こ
れ
だ
け
環
境
が
変
わっ

て
は、
ど
ん
な
に
優
れ
た
基

本
法
で
も、
実
態
に
合
わ
な

い
部
分
が
出
て
く
る
の
は
や

む
を
得
ま
い。
実
際、
「
愛

国
心」
を
巡っ
て
激
し
い
議

論
が
あっ
た
中
央
教
育
審
議

会
で
も、
基
本
法
に
は
現
状

に
合
わ
な
い
面
が
あ
る
と
い

う
点
で
は、
委
員
の
認
識
は

ほ
ぼ一
致
し
て
い
た。

改
正
案
で
は
大
学
や
私
立

学
校、
家
庭
教
育、
幼
児
教

育、
学
校・
家
庭・
地
域
の

連
携
な
ど
に
関
す
る
条
文
が

新
た
に
設
け
ら
れ
た
の
も、

環
境
変
化
に
合
わ
せ
た
も
の

で、
時
宜
を
得
た
も
の
と
い

っ
て
よ
い。

結
局、
基
本
法
改
正
を
巡

る議
論
で
は、
「
愛国
心」

を
巡
る
表
現
を
ど
う
す
る
か

が、
一
貫
し
て
最
大
の
論
点

に
なっ
て
き
た。
改
正
案
が

「
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し、

そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た

我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
と

と
も
に、
他
国
を
尊
重
し、

国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に

寄
与
す
る
態
度
を
養
う
こ

と」
と
い
う
表
現
に
落
ち
着

い
た
の
は、
与
党
内
で
の
妥

協
の
産
物
だっ
た。

問
題
は、
こ
う
し
た
文
言

を
盛
り
込
む
こ
と
が、
現
場

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
か
だ。
あ
る
東
京
都
立
高

校
教
師
は
「
社
会
は
成
熟
し

て
お
り、
今
さ
ら
戦
前
の
よ

う
な
社
会
に
は
戻
ら
な
い
だ

ろ
う」
と
指
摘
し
た
上
で、

「
教
職
員
組
合
か
ら
反
対
論

も
出
て
い
る
が、
一
般
教
員

の
関
心
は
ほと
ん
ど
な
い」

と
打
ち
明
け
る。
政
治
的
な一
も
思
え
る
指
導
を
す
る
地
域

関
心
の
高
さ
と
は
裏
腹
に、一
も
あ
る。
慎
重
派
の
人
々
の

現
場
教
員
の
意
識
は
大
方こ一
懸
念
が
現
実
の
も
の
に
な
ら

ん
な
も
の
だ
ろ
う。

一
な
い
よ
う
に
国
会
審
議
で
慎

た
だ、
日
の
丸・
君
が
代一
重
な
論
議
が
求
め
ら
れ
る。

を
巡っ
て
も、
行
き
過
ぎ
と一（
編
集
委
員
横
山
晋一
郎）

教
育
基
本
法
改
正
案
の
土
台
と
なっ
た二
O
O
三
年一

…
の
中
教
審
答
申
の
作
成
に
携
わっ
た
識
者
に
聞い
た。

一
く
変
わっ
て
お
り、
一一
十一

「
愛
国
心」
は
必
要一一
世
紀
型
の
新
し
い
基
本
法
に

中
嶋
嶺
雄・
国
際
教
養
大一
す
る
た
め
の
改
正
は
時
代
の

学
長

現行
基
本
法
の
制
定一
要
請。
グロ
ーバ
ル
化
が
進

当
時
と
は
国
際
環
境
が
大
き一
む
ほ
ど
日
本
人
と
し
て
の
ア

士司
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大型連休期間

全
国
的
に
好
天

気象庁予報

気
象
庁
は二
十
八
日、
大

型
連
休
中
の
四
月二
十
九
日

i
五
月
五
日
ま
で
の
天
気
予

報
を
発
表
し
た。
全
国
的
に

好
天
が
多
い
見
通
し。
関
東

甲
信
や
北
陸、
東
海、
西
日

本
は
気
圧
の
谷
が
通
過
す
る

イ
デ
ン
ティ
ティ
ー
を
持
つ

こ
と
が
重
要。
「
愛国
心」

は
そ
の
た
め
に
必
要
だ。

今、
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
能
力
に
応
じ
た
教
育
だ。

過
度
の
平
等
主
義
か
ら
脱

し、
優
れ
た
能
力
を
伸
ば
す

よ
い
意
昧
の
エ
リ
ー
ト
主
義

が
必
要
だ。
改
正
案
は
義
務

教
育
の
九
年
の
年
限
を
削
除

し
た
が、
そ
れ
が
飛
び
級
な

ど
も
含
む
柔
軟
な
教
育
シ
ス

テム
づ
く
り
の一
歩
と
な
る

こ
と
を
望
む。
国
会
審
議
で

は
国
の
あ
るべ
き
姿
を
見
据

影
響
で
期
間
の
初
め
と
終
わ

り
に一
部
で
雨
が
降
る
ほ

か、
東
北
と
北
海
道
は、
発

達
し
た
低
気
圧
が
通
過
す
る

五
月一
日
ご
ろ
強
風
を
伴
う

荒
れ
た
天
気
に
な
る
見
込

み。
同
庁
は
「
東
日
本
と
北

日
本
の
山
間
部
に
は
積
雪
が

残っ
て
い
る。
期
間
中
も
雪

崩
に
注
意
し
て
ほ
し
い」
と

呼
び
か
け
て
い
る。

え
た
議
論
を
し
て
ほ
し
い。

拙速な改正反対

渡
久
山
長
輝・
元
日
教
組

書
記
長
今
の
基
本
法
に
時

代
に
合
わ
な
い
部
分
は
あ

る。
生
涯
学
習
や
障
害
児
教

育
の
規
定
が
な
い
点
な
ど
だ

が、
現
行
法
が
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
の
妨
げ
に
なっ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い。
上
位
に

あ
る
憲
法
の
改
正
論
議
に
も

整
理
が
つ
い
て
い
な
い
中
で

の
拙
速
な
改
正
に
は
反
対

だ。
改
正
案
に
高
校
に
関
す

る
規
定
が
抜
け
て
い
る
点
も

問
題
だ。

「
国
を
愛
す
る
心」
や
公

共
心、
伝
統
の
尊
重
な
ど
は

学
習
指
導
要
領
に
あ
り、
改

正
案
が
成
立
し
て
も
教
育
の

現
場へ
の
影
響
は
な
い。
教

育
が
抱
え
る
困
難
な
状
況

は、
精
神
訓
話
で
は
解
決
で

き
な
い。
教
育ヘ
財
政
投
資

を
増
や
し、
条
件
を
整
え
る

こ
と
が
先
に
あ
るべ
き
だ。


